
平
成
29
年
度
商
工
会
青
年
部
通
常
総
会

が
４
月
21
日(

金)

に
開
催
さ
れ
、
久
野
部

長
の
挨
拶
始
ま
り
、
商
工
会
長
及
び
来
賓

の
皆
様
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
任

期
を
終
え
る
久
野
部
長
は
「
私
が
部
長
と

し
て
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
れ
た
の
は
、
皆

様
の
ご
支
援
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と

思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
」
と

感
謝
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た

28
年
度
事
業
報

告
及
び
収
支
決

算
報
告
、
29
年

度

事

業

計

画

(

案)

及
び
収
支

予
算
（
案
）
、

役
員
の
選
任
に

つ
い
て
は
す
べ
て
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

本
総
会
で
、
植
村
昌
明
君
が
新
部
長
に

選
任
さ
れ
、
就
任
の
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
植
村
新
部
長
は
「
偉
大
な
功
績
を
残

し
て
き
た
諸
先
輩
方
、
２
年
間
多
く
の
実

績
を
作
ら
れ
た
久
野
部
長
に
比
べ
る
と
、

今
の
僕
の
背
中
は
小
さ
く
見
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
益
々
青
年
部

活
動
に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
意
気
込

み
を
語
っ
た
。
他
役
員
に
つ
い
て
は
以
下

の
と
お
り
。

副
部
長

中
村
健
太
郎
・
分
銅
幸
太

理

事

多
田
幸
広
・
杉
山
和
之

大
野
浩
輝
・
澤
田
正
弘

今
野
佳
幸
・
安
藤
賢
生

監

事

久
野
堅
太
郎
・
田
中
辰
文

４
月
23
日(

日)

女
性
部
の
平
成
29
年
度

通
常
総
会
が
ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
藤
苑
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
片
山
女
性
部
長
、
土
橋

商
工
会
長
の
挨
拶
を
は
じ
め
来
賓
の
武
部

新
衆
議
院
議
員
、
高
橋
文
明
道
議
会
議
員
、

斜
里
町
よ
り
塚
田
勝
昭
産
業
部
長
か
ら
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
議
事
は
、
第
一

号
議
案

事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
承
認
、

第
二
号
議
案

事
業
計
画

(

案)

及
び
収

支
予
算(

案
）

に
つ
い
て
提

出
さ
れ
両
議

案
共
に
満
場

一
致
で
可
決

承
認
さ
れ
ま

し
た
。

４
月
19
日(

水)

今
年
も
新
入
社
員
研
修

会
が
産
業
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
研
修
会
は
午
前
と
午
後
の
２
部

に
分
け
て
行
わ
れ
、
午
前
は
斜
里
町
役
場

北
雅
裕
総
務
部
長
を
講
師
に
迎
え
、
斜
里

町
の
歴
史
や
自
然
、
代
表
的
な
産
業
の
概

要
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
講
演
だ
け
で

な
く
斜
里
町
の
Ｐ
Ｒ
動
画
な
ど
も
交
え
た

内
容
に
な
っ
て
お
り
、
参
加
し
た
新
入
社

員
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ
て
い

ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
株
式
会
社
キ
ャ
プ
ラ
ン
よ

り
、
南
ま
す
代
氏
を
講
師
に
迎
え
、
社
会

人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
を
学
び
ま
し
た
。
言

葉
遣
い
や
身
だ
し
な
み
、
体
の
動
か
し
方

な
ど
、
社
会
人
と
し
て
大
切
な
基
礎
の
部

分
を
見
直
す
良
い
機
会
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
研
修
会
が
終
わ
っ

た
後
、
皆
さ
ん
の
顔

つ
き
が
ほ
ん
の
少
し

大
人
に
な
っ
た
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。
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～
新
入
社
員
研
修
会
開
催
～

青

年

部

通

常

総

会

植
村
部
長
の
下
、
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト

新
年
度
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト

女

性

部

通

常

総

会

青
年
部
・
女
性
部
通
常
総
会
終
わ
る

植村新部長挨拶の様子



毎
年
道
の
駅
ウ
ト
ロ
シ
リ
エ
ト
ク
特
設

会
場
で
行
わ
れ
る
知
床
Ｓ-

１
自
慢
ま
つ
り

が
今
年
も
行
わ
れ
ま
す
。

地
場
産
の
食
品
を
使
っ
た
食
べ
物
や
、
知

床
自
慢
の
特
産
品
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

他
に
も
ス
テ
ー
ジ
で
の
バ
ン
ド
演
奏
や
知

床
の
特
産
品
が
当
た
る
抽
選
会
な
ど
、
来

場
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
内
容
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
１
年
に
１
度
し
か
開
催
さ
れ
な

い
お
祭
で
す
。
こ
の
機
会
に
一
度
足
を
運

ん
で
み
て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

加
入
者

・
㈲
知
床
遊
覧
船

桂
田

精
一

脱
退
者

・
㈲
石
田
精
肉
店

石
田

喜
則

・
本
町
商
店
会

神
田

裕
治

・
銀
座
商
店
街

寺
島

寛

・
錦
町
商
店
会

鈴
木

幸
一

・
斜
里
新
聞
社

村
田

均

工
業
部
会
の
作
業
免
許
技
能
講
習

会
が
４
月
８
日
か
ら
15
日
に
か
け
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
山
本
工
業
部
会
長

の
挨
拶
に
始
ま
り
、
車
両
系
・
建
設

機
器
（
整
地
等
）
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、

安
全
衛
生
教
育
（
玉
掛
・
車
両
系
建

設
機
械
）
の
そ
れ
ぞ
れ
コ
ー
ス
に
分

か
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
参

加
者
も
多
く
、
受
講
さ
れ
た
皆
さ
ん

は
無
事
免
許
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

４
月
よ
り
雇
用
保
険
料
率
が
変
更

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
表
の
通
り
昨

年
度
よ
り
、
料
率
が
下
が
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
対
象
の
事
業
所
の
方
は
、

従
業
員
の
方
か
ら
の
負
担
金
額
を
間

違
え
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

H．29．5．1 斜里町商工会だより 第408号（2）

労働者負担 事業主負担 雇用保険料率

一般の事業所 3/1000 6/1000 9/1000

農林水産

清酒製造の事業
4/1000 7/1000 11/1000

建築の事業 4/1000 8/1000 12/1000

雇

用

保

険

料

率

が

変

更

に

な

り

ま

し

た
※各事業、雇用者の負担が1/1000下がっております。

工
業
部
会
作
業
免
許
技
能
講
習

○
と

き

５
月
12
日(

金)

13
時
30
分

と
こ
ろ

産
業
会
館
大
ホ
ー
ル

総
代
の
皆
様
は
、
議
案
書
を
ご
持
参
の
上
、
ご
出
席
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
と

き

５
月
12
日(

金)

19
時
00
分
～
22
時
00
分
迄

と
こ
ろ

実
施
商
店
街

○
と

き

５
月
23
日(
火)

～
24
日(

水)

と
こ
ろ

産
業
会
館
大
ホ
ー
ル

申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
は
、
約
一
週
間
前
に
受
診
日
と
問
診
票
等

を
健
康
診
断
実
施
機
関
で
あ
る
北
海
道
労
働
保
険
管
理
協
会
か
ら
送
ら
れ
ま
す
。

知

床

Ｓ-

１

自

慢

ま

つ

り

が

今

年

も

開

催

挨拶をする山本工業部会長

会

員

の

状

況


